
今回は、第４回 SGH 講演会の報告です。 

◇ 国際教育支援NGO e-Educationの創始者、税所篤快氏による講演会です。         

日 時： 平成３０年１月３０日（火）６・７限 
参加者： １年生および２年生 
講 師： e-Education 税所篤快氏 
税所先生は、早稲田大学在学中に、国際教育支援NGO「e-Education」を創業されました。E-

Educationは途上国で映像授業配信をめざす画期的な事業を立ち上げ、バングラデシュでは、4年

連続で、貧困地域の高校生を国内最高峰ダッカ大学に入学させるという偉業を達成されています。  

講演では『最高の授業を世界の果てまで届けよう』という先生の信念と、困難に突き当たって

も前を向いて突き進もうとする行動力から多くを学ぶことができました。また講演後、５名の生

徒が壇上に上がり、税所先生を囲む形で、積極的に意見交流を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【生徒の感想】 

◆日本に住んでいる私たちは、小・中学校までは無償で行けるし、勉強する環境も整っているの

で、「勉強したくてもできない」と感じることがありません。しかし、今回、世界の貧困国の子

供たちを見て、改めて日本の教育制度の有難味を感じました。また、税所さんの講演を聞いて、

「行動力」がすごいと感じました。「助けてあげたい」という気持ちがあっても、現実的にお金

や人手のことを考えると、断念してしまうのでほとんどだと思うけれど、その中でも「何とか

したい！」という一心で、ここまで行動し、しかも成功されているところが素晴らしい。現実

的なことを考えるのも、大切だけれど、人を思う気持ちでまず行動を起こしてみることも大切なのだと

思いました。 

◆どんなことが自分の原動力になるかなんて分からない。高校生の私たちは、まだ何にだってな

れる！ 今日、その可能性を知った。これからの将来が本当に楽しみになってきた。 

◆座談会の時に税所さんが言ってみえ

た、“仲間を作ること”や“自分が尊敬し

たり信頼したりしている人と会う”こ

とが、自分の成長の糧になるから、人

とのつながりを、友達以外でも大切に

したいと思います。 

◆税所さんの行動力は悔しさや悲しみが 

 土台にあって、それを行動に移すため 

のエネルギーに変えていることを聞き、やっぱりマイナスなことがあるから、プラスの方に大 

きく飛躍できるのだと思った。マイナスからプラスにしよう！という気持ちが鍵であると感じた。 
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